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正規雇用と非正規雇用
総務省の2018年の労働力調
査によると、役員を除いた
圃
雇用者5596万人のうち正規雇用
は62．1％で、派遣やアルバイト、
契約社員を含めた非正規雇用は
37．9％。統計でさかのぼれる02
年は正規70．6％、非正規29．4
％。非正規の割合は年々増える
傾向にある。

葦．．蔽計
絵
本
の
原
画
を
剛
に
戦
争
へ
の
思
い

を
語
る
星
野
光
世
さ
ん
＝
重
昂
都
荒

川
区
で

r
∠
　
刊
行
し
、
次
に
考
え
た
の
か
鍋

田
さ
ん
の
絵
本
だ
っ
た
。

大
空
襲
の
夜
、
浅
草
に
住
ん

で
い
た
鎌
田
さ
ん
も
母
と
夫
、

孤
児
と
の
出
会
い
…
《
井
貫
を
　
を
待
〓
　
介
護
旅
達
て
董
－
レ
ー
づ

想
像
し
な
が
ら
星
野
さ
ん
は
何
　
鎌
田
さ
ん
も
「
私
の
絵
本
を
作

度
も
描
き
直
し
た
。
「
十
六
さ
　
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
、

ん
は
一
人
に
な
っ
て
も
そ
れ
で
　
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

山
代
言
が
げ

・
細
山

雷
同
を
l
ヽ

正
規
と
非
正
規
の
溝
に
挑
む

東
京
西
部
を
横
切
る
京
王
線

初
台
駅
（
東
京
都
渋
谷
区
）
か

ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
。
非
正
規
労

働
者
が
個
人
加
入
す
る
労
働
組

合
「
派
遣
ユ
ニ
オ
ン
」
の
事
務

所
は
、
労
働
関
係
の
法
律
書
や

資
料
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。

「
正
規
と
非
正
規
の
溝
は
深

く
、
広
く
な
る
一
方
だ
」
。
派

遣
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
、
関
根
秀

一
部
会
も
が
言
い
切
る
。

二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
年
末

年
始
。
重
昂
・
日
比
谷
公
園
に

「
年
越
し
派
遣
村
」
が
設
け
ら

れ
た
。
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
打
撃
を
受
け
た
日

本
に
横
行
し
た
「
派
遣
切
り
」

で
、
職
と
住
ま
い
を
失
っ
た
非

正
規
を
救
う
た
め
だ
。
寝
泊
ま

り
の
場
と
温
か
い
炊
き
出
し
を

求
め
る
人
々
の
姿
に
、
村
の
実

行
委
員
だ
っ
た
関
根
は
「
労
働

分
断
を
超
え
て

者
を
簡
単
に
使
い
捨
て
で
き
る

政
策
ミ
ス
に
よ
る
人
災
だ
」
と

世
間
に
訴
え
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
余
。
東
京
五

輪
を
控
え
た
今
、
好
況
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
関
根
は
、
派
遣

村
は
歴
史
で
は
な
く
、
今
も
続

く
現
実
だ
と
い
う
。
「
五
輪
が

終
わ
れ
ば
仕
事
を
失
う
人
が
大

量
に
出
る
は
ず
だ
。
切
り
捨
て

が
多
発
す
る
不
況
や
大
災
害
だ

っ
て
、
い
つ
で
も
起
こ
り
得

る
。
そ
し
て
、
経
済
界
は
非
正

規
を
な
く
そ
う
と
し
な
い
」

一
三
年
施
行
の
改
正
労
働
契

約
法
は
、
有
期
で
雇
わ
れ
た
労

働
者
が
同
じ
職
場
で
契
約
更
新

を
し
、
通
算
五
年
を
超
え
る
と

無
期
に
転
換
で
き
る
権
利
を
定

め
た
。
と
こ
ろ
が
ル
ー
ル
適
用

を
逃
れ
よ
う
と
、
期
限
の
少
し

前
で
辞
め
さ
せ
る
企
業
が
絶
え

「
身
分
化
」
さ
れ
た
労
働
者

力
と
し
て
非
正
規
を
扱
う
企
業

の
意
識
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

解
雇
、
賃
上
げ
拒
否
、
賃
金

不
払
い
。
関
根
が
受
け
た
相
談

は
数
え
切
れ
な
い
。
「
二
十
円

で
い
い
か
ら
、
賃
上
げ
し
て
ほ

し
い
」
と
脳
室
二
十
代
の
派
遣

社
員
の
女
性
。
生
活
費
が
足
り

ず
借
金
を
重
ね
て
多
重
廣
務
に

陥
っ
た
、
五
十
代
の
非
正
規
の

男
性
は
「
債
務
整
理
を
し
て
、

安
定
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
」

と
訴
え
た
。
「
職
場
に
行
く
交

通
費
が
出
ず
、
実
際
に
も
ら
え

る
額
は
最
低
賃
金
を
下
回
る
」

と
い
う
非
正
規
の
悲
鳴
も
聞
こ

え
て
く
る
。

あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で

長
年
働
く
非
正
規
の
女
性
が

「
正
社
員
に
な
り
た
い
」
と
訪

ね
て
き
た
。
会
社
側
と
の
交
渉

時
、
関
根
は
女
性
の
勤
め
先
の

労
組
に
後
押
し
を
求
め
た
。

「
素
っ
気
な
い
応
対
で
ね
。
『
う

ち
は
正
社
員
の
労
組
。
就
職
活

動
で
難
関
を
通
っ
た
自
分
た
ち

と
非
正
規
は
違
う
』
と
見
下
し

て
い
る
の
が
は
っ
き
り
分
か
っ

た
。
一
度
非
正
規
の
道
に
入
る

と
抜
け
出
せ
な
い
。
正
規
と
非

正
規
は
今
や
『
身
分
化
』
さ
れ

て
い
る
」
と
関
根
は
指
摘
す
る
。

労
働
条
件
や
職
場
が
違
う
非

正
規
同
士
が
、
団
結
し
て
待
遇

改
善
を
求
め
る
の
も
難
し
い
。

関
根
は
何
度
か
派
遣
会
社
の
ビ

ル
前
で
「
皆
さ
ん
の
権
利
確
保

や
賃
上
げ
を
交
渉
し
ま
す
」
と

呼
び
掛
け
、
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
。
文
面
に
見
入
り
、
そ
の
場

で
職
場
の
不
満
を
話
し
だ
す
人

も
い
た
。
し
か
し
、
仕
事
が
も

ら
え
な
く
な
る
の
を
恐
れ
、
行

動
に
移
せ
る
人
は
少
な
い
。

「
『
非
正
規
は
小
遣
い
稼

ぎ
』
と
い
う
誤
解
は
根
強
い
。

一
時
期
は
自
由
な
生
き
方
と
も

て
は
や
さ
れ
、
自
ら
選
ぶ
人
も

い
た
。
で
も
今
は
、
女
性
や
高

齢
者
な
ど
（
労
働
市
場
の
）
弱

者
が
や
む
な
く
非
正
規
で
働
い

て
い
る
。
そ
し
て
、
就
職
氷
河

期
世
代
も
非
常
に
多
い
」
と
関

根
は
語
る
。
一
九
九
〇
年
代
初

め
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
で
企
業

が
採
用
数
を
減
ら
し
た
時
期
の

新
卒
者
が
、
氷
河
期
世
代
だ
。

◇
生
花
（
大
田
花
茎
調
べ
・
円
）

▽
バ
ラ
（
1
0
0
本
）

サ
ム
ラ
イ
0
0
1
7
6
0
0
－
8
5
8
0

プ
ロ
ッ
サ
ム
ピ
ン
ク

1
3
2
0
0
－
1
0
3
4
0

ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ェ9
9
0
0
－
4
8
4
0

ス
プ
レ
ー
　
1
4
3
0
0
－
5
1
7
0

▽
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
1
0
0
本
）

レ
ッ
ド
　
　
　
8
2
5
0
－
5
7
2
0

ピ
ン
ク
　
　
7
7
0
0
－
6
0
5
0

ポ
ワ
イ
ト
　
8
2
5
0
－
7
4
8
0

ス
プ
レ
ー
　
7
7
0
0
－
5
8
3
0

▽
菊
（
1
0
0
本
）

神
馬
　
　
1
3
7
5
0
－
9
0
2
0

白
菊
　
　
1
4
3
0
0
－
8
8
0
0

黄
菊
　
　
1
2
1
0

ス
プ
レ
ー
　
9
9
0

小
菊
　
　
　
5
1
7

▽
草
も
の
（
1
0
0

鉄
砲
ユ
リ
　
8
8
0

L
A
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

オ
リ
エ
ン
タ
ル
H
B

9
9
0
0
0

宿
根
カ
ス
ミ
葦1
7
i
6
0

◇
同
（
フ
ラ
ワ
ー
オ

ヤ
パ
ン
調
べ
・
円
）

▽
菊
（
1
0
0
本
）

白
大
輪
　
1
4
3
∩

黄
大
輪
　
1
1
6
6

ス
プ
レ
ー
1
3
2
∩

お
断
り
　
野
菜
、
豊

淡
水
魚
市
場
、
鶏
卵
・

す。

輯
「
管
珪
組
合
聾
員
の
詩
務

意
識
し
て
い
ま
す
か
ー

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
運
営
で
大
切
な
宙

「
組
合
の
公
益
を
重
視
し
た
経
営
感
砦
で
す
。

大
規
模
惨
躊
工
事
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

工
事
費
・
管
理
委
託
料
透
見
証
す
・
比
べ
る
‥
・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
「
合
入
社
」
は
提
案
し
茎

w
w
w
．
g
O
吉
n
●
C
O
。
．
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バブル崩壊後生まれた「使い捨て」

「有期」禁じる法改正を
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㊤年越し派遣村て誓〒われた炊き出しに列を作
る人たち＝2008年12月、東京・日比谷公園で
㊦非正規労働者の待遇改善を支援するため、
派達会社前でチラシを配る関根秀一郎（左か
ら2人目）ら＝2016年5月、川崎市で

全な半んがはいたた験三 � 

三三三三三 
9（かう人うのつか用接等一 
t千　〇よ生　○要言らさも記九 
5）健うがそ素えなれめ試九 

態繁務妄動惟RTAINMENT　橿麗ICALZ　☆　coNCERT霧唾預遜艶聞闇汁　ENTERTA唾近時鬱機縁

※内容については、変更Iこなる

＝横浜・川崎方面＝

：大衆海i劇　劇団　薪　　大人1700円
荊雪公演日迫－5日）昼・抜公演

／　　　　　　　＼ �＿毅／、 

願醗霧／　一二 
∴ 

＜効能・効果＞
心身が疲れ、弱って眠れな＼l

傾向のある人の次の諸症●

不眠症状（ねつきが患い、
夢が多い、熟眠感が少か、、
ねむりが浅い）、ロの乾き、

疲労倦怠感、血色不良

自然の中に薬があり
歴史の中に知恵がある

nヽヽ′目差塾藻衰

雇
う
側
憲

変
え
ね
は

内
閣
府
に
よ
る
と
、
三
十
五

～
四
十
四
歳
が
中
心
の
氷
河
期

世
代
の
非
正
規
雇
用
は
、
二
〇

一
八
年
時
点
で
約
三
百
七
十
一

万
人
。
世
代
全
体
の
2
2
・
0
％

を
占
め
る
。
政
府
は
一
九
年
六

月
に
ま
と
め
た
「
骨
太
の
方
針
」

に
氷
河
期
世
代
の
集
中
支
援
を

盛
り
込
ん
だ
。
非
正
規
や
引
き

こ
も
り
状
態
の
約
百
万
人
を
対

象
に
、
三
年
間
で
正
規
雇
用
を

約
三
十
万
人
増
や
す
と
い
う
。

同
年
十
二
月
決
定
の
行
動
計

画
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
専

門
窓
口
開
設
、
短
期
間
の
資
格

取
得
や
正
社
員
就
職
の
支
援
、

採
用
に
積
極
的
な
企
業
へ
の
助

成
金
拡
充
な
ど
を
掲
げ
た
。
し

か
し
関
根
は
、
効
果
を
疑
う
。

「
日
本
企
業
は
新
卒
一
括
採
用

が
慣
例
。
新
卒
で
正
社
員
就
職

で
き
な
い
と
ず
っ
と
そ
の
ま
ま

だ
。
正
社
員
に
な
り
た
い
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
た
ら
、

『
高
望
み
』
と
言
わ
れ
た
人
も

い
る
。
雇
う
側
の
意
識
を
変
え

な
け
れ
ば
、
解
決
し
な
い
」

差
別
さ
れ
て
い
る
非
正
規
に

関
根
が
目
を
向
け
た
原
点
は
、

大
学
時
代
に
あ
る
。
東
京
で
育

ち
、
有
名
私
大
の
付
属
高
に
通

っ
て
い
た
。
し
か
し
系
列
大
に

進
む
気
に
な
れ
ず
、
浪
人
し
て

岩
手
大
に
進
学
。
「
ろ
く
に
大

学
に
行
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
」

と
関
根
は
苦
笑
す
る
。
代
わ
り

に
足
し
げ
く
通
っ
た
の
が
ジ
ャ

ズ
喫
茶
。
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た

か
ら
、
ジ
ャ
ズ
に
親
し
み
が
あ

っ
て
。
お
も
し
ろ
い
人
が
集
ま

っ
て
い
て
、
社
会
の
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
わ
っ
た
」

．
あ
る
時
、
ジ
ャ
ズ
は
黒
人
差

別
か
ら
生
ま
れ
た
音
楽
だ
、
と

常
連
客
が
語
っ
た
。
「
白
人
が

ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
む
音
楽

を
、
後
ろ
に
下
が
っ
た
場
所
で

奏
で
る
黒
人
バ
ン
ド
が
根
っ
こ

だ
っ
た
と
。
そ
ん
な
差
別
を
音

楽
の
力
で
覆
し
、
主
役
に
な
っ

て
人
々
に
ジ
ャ
ズ
を
聴
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
」
。
差
別

な
ん
て
お
か
し
い
。
そ
ん
な
思

い
が
高
ま
る
申
、
ふ
と
気
付
い

た
。
「
人
生
で
多
く
の
時
間
を

過
ご
す
場
所
は
、
職
場
。
そ
こ

に
も
差
別
が
あ
る
の
で
は
」

大
学
を
中
退
し
て
東
京
に
戻

り
、
求
人
誌
で
見
つ
け
た
労
嘲

関
係
専
門
誌
の
編
集
記
者
に
。

や
が
て
、
労
組
の
な
い
職
場
の

組
合
結
成
を
支
援
す
る
「
東
京

ユ
ニ
オ
ン
」
の
活
動
に
携
わ

り
、
原
稿
を
善
く
よ
り
も
労
働

者
に
篭
り
添
っ
て
動
く
方
が
性

に
合
う
と
感
じ
た
。

〇
五
年
に
派
遣
ユ
ニ
オ
ン
を

発
足
後
、
非
正
規
を
巡
る
問
題

と
向
き
合
い
続
け
た
。
「
か
つ

て
企
業
に
は
『
従
業
員
は
家

族
。
決
し
て
路
頭
に
迷
わ
せ
な

い
』
と
い
う
気
概
が
あ
っ
た
。

で
も
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
使
い
捨

て
の
発
想
が
生
ま
れ
た
」
。
関

根
は
そ
の
転
換
の
契
機
は
、
一

九
九
五
年
に
日
経
連
（
現
経
団

連
）
が
発
表
し
た
「
新
時
代
の

日
本
的
経
営
」
に
あ
る
と
み

る。
厳
し
い
経
営
環
暁
を
生
き
抜

く
た
め
と
称
し
、
労
勘
考
を
少

数
の
正
社
員
、
多
数
の
非
正

規
、
専
門
職
の
三
つ
に
分
け
て

雇
用
を
流
動
化
し
、
福
利
厚
生

も
含
め
て
人
件
費
を
抑
え
、
競

争
力
を
高
め
る
な
ど
と
唱
え

た
。
そ
れ
が
、
経
営
状
況
で
解

雇
や
賃
金
抑
制
を
す
る
流
れ
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

政
府
も
経
済
界
の
意
に
沿
っ

て
、
非
正
規
雇
用
を
広
げ
た
。

八
六
年
の
労
働
者
派
遣
法
施
行

時
、
派
遣
労
働
者
は
秘
書
や
通

訳
な
ど
十
三
業
務
に
限
っ
て
い

た
。
し
か
し
徐
々
に
緩
和
し
、

九
九
年
に
原
則
自
由
化
、
二
〇

〇
四
年
に
製
造
業
に
解
禁
し

た
。
さ
ら
に
、
同
じ
派
遣
先
で

一
二
年
を
超
え
て
働
く
場
合
、
直

壁
雇
用
に
切
り
替
え
る
こ
と
な

ど
を
促
し
た
一
五
年
の
改
正

で
、
人
を
代
え
れ
ば
派
遣
労
働

者
を
使
い
続
け
ち
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
非
正
規
を
正
社
員
に
す
る

の
は
難
し
い
」
と
関
根
は
言

う
。
政
府
は
非
正
規
の
待
遇
改

善
や
正
社
員
化
を
う
た
う
が
、

関
根
は
有
期
労
働
契
約
自
体
に

疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
「
期
間

限
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
と

も
か
く
、
恒
常
的
な
仕
事
に
な

ぜ
有
期
雇
用
を
充
て
る
の
か
。

安
く
使
え
る
労
働
力
窒
剛
握
に

し
て
い
る
か
ら
だ
」

五
年
で
の
無
期
転
換
ル
ー
ル

が
機
能
し
な
い
の
も
「
出
口
規

制
」
だ
か
ら
。
関
根
は
、
有
期

雇
用
を
原
則
禁
じ
る
「
入
り
口

規
制
」
の
法
改
正
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
「
そ
う
で
も
し
な
い

と
、
非
正
規
は
な
く
せ
な

い
」
。
働
く
人
た
ち
の
間
に

「
身
分
」
は
い
ら
な
い
。
そ
れ

が
、
関
根
の
信
念
だ
。

（
中
沢
佳
子
、
敬
称
略
）

掲
載
の
内
容
は

1
月
5
日
（
日
）
の

上
演
・
上
映
予
定

も
し
く
は
、
今
後
の

上
演
・
上
映
告
知
で
す
。


